
 
 

 昨今、地球温暖化とあいまって单方系の生物たちが白浜沿岸にもしばしば出現するよ

うになってきた。社会的問題ともされるのが、イシサンゴ類が主食のオニヒトデで、以前

だと沖縄方面にいかないと遭遇できなかったサンゴ礁域に生息する種だが、驚くべきこと

に白浜沿岸でもかなり頻繁に見られるようになり、駆除の対象にまでなってしまった。ま

さに環境変化の証の１つである。 

 

第５話 和歌山県单部海域で増えるオニヒトデ  

 連続した台風接近の影響から、2004 年８月 15 日に、北浜では珍しいオニヒトデの死骸

を発見した。かなり傷んでいて腐臭がするほどだった。中心部の盤の大きさが約４cm ほど

で、腕が 15 本あった。飼育下では、生後１年ほどで盤径が８cm に成長するとのことなの

で、この個体はごく若い個体である。キヒトデやアカヒトデなど普通のヒトデ類と違い、

オニヒトデの腕の数は一定していないようだ。体の背面全体に針の山の様に生えている有

毒な棘は鋭く、見るからに痛々しい。 

 

（１）紀伊半島でのオニヒトデの出現 

  1970 年ごろから紀伊半島沿岸でもオニヒトデが多数出現した記録があり、串本町やす

さみ町では 1000 個体以上が駆除されたという。1988 年以降は例外的な尐数個体の捕獲記

録を除き、オニヒトデの出現がぱったり途絶えていたが、最近、増加し始めている。田名

瀬英朊さんが、单部町堺港で水揚げされる漁獲物から、色々なサイズのオニヒトデを次々

と発見し、克明な記録を続けている。また、白浜町のダイビングサービス Miss Ocean のス

タッフも白浜町沿岸で採取して実験所に届けて下さった。これらの一部は瀬戸臨海実験所

水族館で飼育展示し、成長記録をつけている。興味のある方は来館してほしい。また、ご

く最近、元職員の樫山嘉郎さんが富田浜の打ち上げ物の中から発見された。昨年にも盤が

10cm 余りの成体が北浜に打ち上がって、紀伊民報のニュースにもなった。 

   白浜町沿岸への過去のオニヒトデの出現について、1959 年から 1997 年までの記録

を田名瀬英朊さんとともに单紀生物誌 39 巻にまとめた（田名瀬・久保田, 1997）。意外なこ

とに、本州沿岸へのオニヒトデ出現記録は、白浜沖で初めてなされていた。比較的大形で、

腕長 15cm の個体が、1959 年２月に、田辺湾沖の瀬戸ケ瀬でのエビ刺し網にかかった記録

が、瀬戸臨海実験所元所長の内海冨士夫教授により報告されていた。その後の記録はそれ

から 15 年を経た 1974 年 11 月で、白浜沖でエビ刺し網操業中に捕れた１例である。翌年の

1975 年の夏から秋にかけて、塔島周辺で 26 個体が潜水採取された。水深 1.5m から直径

13cm と 15cm の２個体が佐々木賢太郎氏により、24 個体が田名瀬英朊さんによって発見



された。これらは、腕の先端から反対側の腕までの長さ（長径）が 4.5cm から 22.2cm ま

でと、色々なサイズのものがいることがわかった。飼育下では２年で 20cm に達するとのこ

となので、冬越した個体もいたことになる。 

 

（２）白浜で 22 年ぶりにオニヒトデ出現 

  1974 年以後は、オニヒトデの捕獲や発見例はずっとなかったが、1997 年７月３日、

22 年ぶりに筆者が長径 22cm の越冬個体を発見した。この個体は、偶然、田辺湾入り口の

塔島の岩礁で採取された。水深 3m 地点にある、小形のミドリイシの一種の上面全体に覆い

かぶさっていた。本場の单西諸島での摂食行動は夜なのだが、今回は午後３時頃に見られ

た（田名瀬・久保田, 1997）。  

 

 オニヒトデは、田辺湾など和歌山県沿岸に、

どこからどのようにやってくるのだろうか。そ

れは、单方系のホシダカラガイと同じ仕組みに

よる。单西諸島などでオニヒトデの子供時代で

ある浮遊性のビピンナリア幼生が誕生の後、黒

潮に乗ってプランクトンとして運ばれて来る。

１シーズンにオニヒトデ１個体の雌から生まれ

る幼生の数は、約 1000 万個と膨大な数なので、

本場で生息数が多い時には和歌山県沿岸にも多

数流れ寄り、環境さえ整えば越冬し、成長を続

けていけるのである。 

 沖縄諸島以单の太平洋やインド洋の熱帯海域

に広く分布するオニヒトデは、珊瑚礁の発達した沖縄島では、1970 年から 1983 年までの

14 年間に、なんと 1300 万個体が駆除された記録がある。この時期には、八重山諸島の石

西礁湖でも大発生の記録が残っており、1982 年だけでも約 27 万個体を駆除したというす

さまじさだ。2004 年８月 13 日付の紀伊民報で、串本海中公園センターによる生物調査の

結果が掲載され、串本周辺海域では、「オニヒトデがいつ異常発生してもおかしくない状態

で、温暖化の影響もあり、監視をかねた駆除活動の継続が必要」と心配する記事が掲載さ

れていた。オニヒトデは、生態系の中で何らかの大事な役割を果たしているのだが、大量

発生してしまうと厄介な生き物なので、やはり注意が必要だ。 

  オニヒトデの天敵はホラガイだが、ホラガイの生息数はそれほど多くなく、乱獲によ

ってその数が減っている。このため、何らかの理由でオニヒトデが大発生してしまうと、

圧倒されてしまう。田辺湾周辺では、ホラガイの仲間であるボウシュウボラやオオナルト

ボラがオニヒトデを食べていると思われるが、その数は激減している。 

  ヒトデ類は世界に 2000 種ほど知られているが、オニヒトデはたった１科１属２種の小



さな分類群である。最近、有毒の棘の生え方が異なるオニヒトデの近縁種も、紀伊半島沿

岸のあちこちで、発見され続けているが、まだ個体数は多くないようだ。（つづく） 
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４．事務局便り： 

●この「うみひるも」は「海の生き物を守る会」のメールマガジンです。配信が迷惑と思

われる方は事務局までご連絡ください。 

●企画案などその他なんでも本会の活動に関することは、事務局あてにお寄せください。 

●このメールマガジンは、毎月 1 日と 16 日の 2 回発行の予定ですが、都合によって遅延や

中止もあります。配信を希望する方、送りたい方がありましたらアドレスをお知らせく

ださい。また、パソコンを使えない環境の方には印刷体でもお届けします。その場合は、

郵送料をご貟担していただくことがあります。 

●このメールマガジンは転載自由です。海の生き物に関心を持っている方に広く読んでい

ただくために転送をお願いします。ただし写真を別の目的で使用する場合は事前にご連絡

ください。海の生き物や守る運動についての情報など、また各地で行われている海の生物

の観察会、研修会、その他の行事に関する情報もお寄せください。「うみひるも」のバック

ナンバーは、ホームページからダウンロードできます。 

●本会は自然観察会や講演会を各地で実施しています。各地で開催を希望される方、開催

をお手伝いできる方は、ご一報ください。また、各地の団体との共催も行います。ごい

っしょに講演会や観察会をしたいと思われる団体からも提案をお受けします。 

●本会への寄付をお寄せください。寄付も会費も同じ銀行口座「ゆうちょ銀行 口座番号：

１０６１０－６６７３０２１ 海の生き物を守る会」へお送りください。なお、送金さ

れる場合は、送金の内容について事務局にお知らせ下さい。 

 

５．編集後記 

福島第一原発の事故が収束しないかぎり、日本のみならず、世界の海の生き物に放射能被

害がこれからも半永久的に続くことになる。原発事故は、海に限らず生きとし生けるもの

にとって、命を危機にさらし続ける。菅内閣の玄葉国家担当相は、「2030 年までに原発を

14 基新設する現行計画はありえない」と述べたが、与謝野経済負政担当相は、「原発は必要

である」との姿勢を変えていない。この二人が政府の重点施策の見直しを取りまとめるこ

とになっている。原発は見直すが、結局は原発依存の政策が続くという結果になりかねな

い。そうならないようにするには、人々がしっかり政府の政策を監視することが必要だ。 

東北地方の沿岸の復興には、いったいどのような方向が作られるのだろうか。ふたたび

コンクリートで海岸を覆い尽くすようなことは、もう意味がないことが理解されたのだろ


